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ＡＷＦについて

AWFはアジア・太平洋地域における無線通信システムの高度化、普及促進に資するために、域内での周波数や無線
システムの調和を検討する会合である。必要に応じてAPT勧告やレポートの作成も行われている。
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ＡＷＦにおける７００ＭＨｚ帯の利用に関する検討状況①

○ 世界各国における地上波放送のデジタル化に伴う跡地利用に関する関心の高まり
○ 2007年の世界無線会議（WRC-07）において、第２地域及び第３地域（９カ国※）で700MHz帯（698-806MHz）をIMT用周波
数として特定
○ 国際電気通信連合（ITU-R SG5 WP5D）において、2008年より「IMTの周波数アレンジメントに関する勧告（M.1036-3）」の
改訂について検討開始（2011年3月完成予定）

検討の背景

ＡＷＦ第５回会合（中国）（２００８年８月２６日～２９日）
・ＵＨＦ帯の利用状況やデジタル・デビデンド（周波数再割当）の検討状況等に関する質問票を作成し、ＡＰＴ加盟国へ発出

ＡＷＦ第６回会合（ベトナム）（２００９年３月３１日～４月３日）
・ＡＰＴ加盟国から提出された質問票に対する回答を基に、 「ＵＨＦ帯デジタル・デビデンドの実現のための周波数利用及び検
討に関するレポート」の作成を開始
・ITU-R WP5Dに対し、AWFにおける本件討状況を報告

ＡＷＦ第７回会合（タイ）（２００９年９月２３日～２６日）
・「ＵＨＦ帯デジタル・デビデンドの実現のための周波数利用及び検討に関するレポート」を完成
・コレスポンデンスグループ（ＣＧ）を設置し、第８回会合に向けて、さらにＵＨＦ帯の周波数アレンジメントに関する技術的検討
を行うことを決定

ＡＷＦ第８回会合（東京）（２０１０年３月２９日～４月１日）
・ＣＧにおいて作成された文書等を基に、「UHF帯デジタル・デビデンドの周波数アレンジメントに関する作業文書」を作成
・ＳＷＧにおいて、候補となるセンターギャップ幅（10または11MHz）とFDDの周波数幅（45MHz×2）を合意
・第９回会合で作業文書の扱い（勧告またはレポート）を決定することを合意
・また、第９回会合までの間、ＣＧにおいてＦＤＤ、ＴＤＤの周波数アレンジメントに関する技術的検討の実施を決定

検討の状況

AWFにおいて700MHz帯の利用について検討開始

（※９カ国：日本、バングラディッシュ、中国、韓国、インド、ニュージーランド、パプアニューギニア、フィリピン、シンガポール）
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２０１０年４月～８月 コレスポンデンスグループ活動（電子会議）
・FDD及びTDDの周波数アレンジメントの技術的課題について検討
・特に、ガードバンドや隣接する業務のシステム特性、周波数の上り下り、センターギャップ等について検討が行わ
れる見込み

２０１０年９月１３日～１６日 ＡＷＦ第９回会合
・ ＣＧの検討結果と会合への入力文書をもとに、「UHF帯デジタル・デビデンドの周波数アレンジメントに関するレ
ポートまたは勧告」を完成予定

２０１０年１０月１３日～２０日 ＷＰ５Ｄ第９回会合
・「IMTに関する周波数アレンジメントに関する勧告（M.1036-3）」について、第１０回会合での完成に向けて検討
・AWF第９回会合の結果についても検討が行われる見込み

今後の予定

ＡＷＦにおける７００ＭＨｚ帯の利用に関する検討状況②
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ＡＷＦにおける周波数アレンジメントのオプション案

インド
（AWF-7/INP-47 (Rev.1)）

オーストラリア、エリクソン、ノキア
（AWF-7/INP-58、AWF-6/INP-64）

韓国
（AWF-7/INP-57 (Rev.1)）

Telstra Corporation Ltd 
（AWF-7/INP-25）

ニュージーランド
（AWF-7/INP-80）

提案元（関連文書）
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View 1

View 2

View 3

View 4

View 5

「ＵＨＦ帯デジタル・デビデンドの実現のための周波数利用及び検討に関するレポート」 （第７回会合）における
周波数アレンジメントに関する考え方

「UHF帯デジタル・デビデンドの周波数アレンジメントに関する作業文書」（第８回会合）における合意事項
（ SWG1における合意事項）

UL or DLDL or UL

45MHz
センターギャップ
10または11MHz

45MHz

※DL/ULについては、第９回ＡＷＦ会合で決定予定
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FDDの周波数アレンジメント案

コレスポンデンスグループ及び第９回ＡＷＦ会合において、ＦＤＤ及びＴＤＤの周波数アレンジメントに
ついて検討予定



ＷＰ５ＤにおけるＩＭＴ周波数アレンジメントの勧告案の検討状況
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A4

A5
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A7

A8

UL DL

UL DL

DL UL

Reserved for FDD TDD

ULDL

TDD

ULDL TDD

824 849 869 894

880 915 960925

791 821 832 862

UL or TDD DL or TDD

Un-paired

DL or TDD UL or TDD
698 716 728 746 763 776 793

698 746 806

698 748 806756

698 806

698 806738 766

現在、ITU-R WP5Dにおいて改訂作業が進められている「ＩＭＴの周波数アレンジメントに関する勧告
（M.1036-3）」の改定案における698-960MHzの周波数アレンジメント案

本改訂勧告については、2011年3月における第10回 ITU-R WP5D会合での完成に向け検討が
進められている

提案元

Telefónica S.A.

インド

中国

米国

ＣＥＰＴ

インド

カナダ、米国
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（参考）ＷＲＣｰ０７における７００ＭＨｚ帯のＩＭＴへの周波数特定状況

WRC-07において、新たにＩＭＴに特定された周波数帯
第一地域（欧州、アラブ、アフリカ）：790-862MHz（2015年6月17日以降有効）
第二地域（南北アメリカ）：698-806MHz
第三地域（アジア太平洋）：698-790MHz（９カ国※）、790-806MHz

※９カ国：日本、バングラディッシュ、中国、韓国、インド、ニュージーランド、パプアニューギニア、フィリピン、シンガポール
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(5.313A)

960698

WRC-07で
新規に特定

(2015/6/17以降)

地域又は国別
脚注でIMTを特定

グローバルに
IMTを特定

: WRC-2000で特定済
: WRC-07で新規に特定

(92MHz+16MHz)

WRC-07で
新規に特定

第一地域

第二地域

第三地域
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5.313A
バングラディッシュ、中国、韓国、インド、日本、ニュージーランド、パプアニューギニア、フィリピン及びシンガポールでは、698-790MHzの周
波数帯又はその一部は、IMTを導入しようとしている主官庁によって特定される。この特定は、この周波数帯が分配されている業務のアプリ
ケーションによる使用を妨げるものではなく、また、無線通信規則内に優先権を確立するものでもない。なお、中国では、2015年までは、この
周波数でのIMTによる使用を開始しない。

放送業務で利用

放送業務で利用

放送業務で利用
WRC-07
で新規に
特定
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